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横浜市青少年指導員
　シンボルマーク
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南区青少年指導自協議会
累

　令和3年5月16日（日）に南区青少年指導員協議会研修会が開催

されました。

　今年度の研修会は、昨年度コロナ禍の中ほとんどの事業が実施

できなかったことを踏まえ、今年度の青指事業の見直しをテーマに、

各地区3名までの参加とし、6グループに分かれて、3密を避ける形

で開催されました。内容はふれあいキャンプ、ボイス・オブ・ユース等

の今後のあり方や実施方法等について、意見交換を行いました。
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グループ討議
　グループ討議では、各事業ごとにあり方の検討とど

うやれば実施可能かなどについて話し合いが行われま

した。それぞれの事業で各グループから出た意見をま

とめました。

　まず、会議（地区会長会、活動部会、広報部会など）に

ついては、感染対策をとって短時間で行えば従来通り

で問題はないという意見が出されました。

　ふれあいキャンプは、バスでの移動、テントでの生

活、食事の準備などコロナ禍では難しいので、短時間

で行うことができるハイキングや、ウォークラリー、アス

レチックなど意見が出ていました。

▲距離を保っての話し合い

　桜まつりや南まつりについては、従事者を減らし感染

防止等の対策を徹底したうえで実施という意見もあり

ましたが、テント内での活動で密集等課題が多数ある

ことが指摘され、現在の状況では難しいという意見が

多いようでした。

　ボイス・オブ・ユースについては、昨年度のような形で

行うことが望ましいという意見に加え、表彰式は、感染

対策を徹底したうえで、あいさつやアトラクションを省

略し、来場者の制限や無観客で行うことも提言されま

した。また、表彰式の模様をSNS配信するという意見も

ありました。

　その他として、次のような意見がありました。

・リモートで行える事業を考える。例えば、Zoomを使っ

たゲーム大会や、青指の活動を5NSに配信する。

・ポスターや絵画コンテストを行う。

・まつりが中止なので、模擬店の状況を次の世代につな

げるという意味で、模擬店講習会を行う。

・他区で行った事業を参考にする。（紙ピコーキ大会など）

　今後は、この研修会の意見をもとに南区青少年指導

員協議会の事業のあり方について検討して行きます。

　　　　　　　　　　　（大川、平野、伊東、濱、山田）
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　令和2年度のボイス・オブ・ユースは、コロナ禍の中にあっ

て開催自体危ぶまれておりましたが、作文の募集、選考は行う

こととなりました。ただ、例年であればみなみん（南公会堂）

で行う式典や優秀作文の読み上げ等は、残念ながら見送らざ

るを得ませんでした。

　やはり、入選者や来賓者、一般来場者に加えて、ボランティ

アの小中学生や青少年指導員などのスタッフ等、多くの関係者

を集めて行う式典は、感染防止の観点からは難しいと判断され

たためでした。

　そのような状況であるにも関わらず、997編もの応募があり、

われわれ青少年指導員としてはうれしい驚きでした。この数自

体は例年に比べれば少ないですが、この春に休校措置がとら

れたせいで夏休み期間が大幅に短縮されたため、児童・生徒

たちにとっては作文を書く時間が例年に比べるとかなり短くなっ

募集期間レ　令和2年8月2日～9月16日

テーマθ　　私たちのステイホーム

作文応募数θ997編

　第40回　ボイス・オブ・ユース応募・入選作文総括表
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てしまいました。そのため、応募作

文の数も大幅に少なくなってしまう

ものと思っておりましたが、皆さん

頑張って書いてくださいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〆彰1－1“＼

　応募作文の選考は例年のような　　　’一　　イ　…斗

1次、2次の段階的実施は無理なため、10月4日（日曜日）

に全員選考会を開催しました。当日集合した青少年指導員は

79名となり、三密を避けるため、1階の多目的ホールと7階

の3つの会議室の4会場での分散実施となりました。

　今年は「私のステイホーム」と「その他」の2つのテーマの

みでした。コロナの影響に伴う休校によって、自宅での出来事

がっぶさに記述された作品が多く見られました。

　中には、休校期間中に自宅でゲームに没頭したため、休み

が終わる頃に残っている宿題の量に驚いた、といった作文もあ

り、私は過去の自分の同じような姿を思い出して思わず苦笑し

てしまいました。

　また、普段では取れない時間の中で、自己を新たに見つめ

なおし、今後の自分の行動への考えを描いた作品もあり、感慨

深いものでした。

　応募者のさまざまな思いや経験を描いた力作に、共感したり

感銘を受けたりしながらの選考となり、本来ならば、優秀作品

は舞台で発表して欲しかったのにと思いつつ、いずれも甲乙つ

けがたく、採点にあたっては苦労しながら行うこととなりました。

　10月21日（水）に実施された小・中学校長会において、各

学校での表彰を依頼し了解をいただきました。

　また全員選考会の後、11月5日に調整会議を行い、小学生

の作文50編中学生の作文23編、合計73編を最終入選作

文と決定しました。

　作文を応募していただいた学校あてに冊子を、全応募者に

記念ロゴ入りのクリアファイルを、また入選者には賞状、記念

品をお送りしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今井、内田、黒住）

・垂皇甘．｝醜｝誌瑠這．三脅：＿

㌧＿＿＿≡≧璽cク竺㌘㌘ど≧≧乱。＿ユ



表彰受賞者インタビュー

漁奈川県青少年指韻魂■■啄

　青少年の思い出は蒔田公園行事でした。小中高の

生徒達と前向で言われた事は素晴しい若さの動きを

見せてくれました。私は‘ありがとうと又会いましょ

う，の一言のみでした！

　　　　　　　　　　　やす　だ　　ひろゆき
　　　　　　1巨：批　安田浩之

　「気が付けば20年」というのが実感です。青少年

指導員として、自分に何ができたのか、どのような

成果を残せたのかは甚だ疑問ですが、もう少し自分

を鼓舞して進めそうです。身体が動くうちは続けて

行こうと思います。

　青少年指導員として近隣の

小中学生等と行事を通して子

供達と触れ合って来ました。

時が過ぎやがて青年となり子

供を成して町内会、地域の活

動に理解を示し共に参加して

くれる姿を目にすると少しだ

け誇らしく感じます。
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　　良き仲間に出会い楽しく青：　ボランティアに参加した生徒さん達と目線

　指活動を送る事が出来まし：を同じにして楽しく過した15年でした。
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　　皆様には・これからも元気三　長くて短い15年でした。

　で楽しく青指活動を送って下1　先輩の方々には、アドバイスを頂き仲間
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■上半期、青指行事■

南区青少年指導員協議会研修会

区内小学校児童支援専任教諭と

中学校生徒指導専任教諭との打合せ会

全市一斉統一行動パトロール

1　　編集発行／南区青少年指導員協議会
　　事務局／横浜市南区地域振興課内


